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8.1 中心距離精度

表8.1　JGMAの推奨する中心距離許容差 単位 μm

8.2　軸の平行度歯車の組立精度

   歯車の精度が良くても、歯車の組立に問題があると
歯車の歯当たり、騒音、摩耗、損傷などの問題が発生
する危険があります。

   中心距離の誤差は歯車対のバックラッシに影響します。
中心距離が大きくなればバックラッシは大きくなり、
かみ合いが浅くなり、かみ合い歯たけが小さくなり、
かみ合い率が低下します。中心距離が小さくなると、
バックラッシが小さくなります。バックラッシが小さ
くなり過ぎると歯車が回らなくなる可能性がありま
す。
   表 8.1 には、JGMA1101-01(2000) から抜粋した平歯
車及びはすば歯車の中心距離の許容差を示します。
   この表の許容差は、鉄鋼製インボリュート平歯車及
びはすば歯車に適用します。

   JGMA の中心距離許容差では、±の値としています
が、弊社の標準歯車では、プラス公差を推奨しています。
表 8.2 に弊社の推奨値を示します。

中心距離（mm） 歯車の精度等級

を超え 以下 N3,N4 N5,N6 N7,N8 N9,N10

0005
0020
0050
0125
0280

0020
0050
0125
0280
0560

± 6
± 8

± 12
± 16
± 22

0 ± 10
0 ± 12
0 ± 20
0 ± 26
0 ± 35

0 ± 16
0 ± 20
0 ± 32
0 ± 40
0 ± 55

0 ± 26
0 ± 31
0 ± 50
0 ± 65
0 ± 88

表8.2　KHKの推奨する中心距離許容差 単位 μm

中心距離（mm） 歯車の精度等級

を超え 以下 N7級以上 N8級未満

－ 3 0 ～ +10 0 ～ +14

3 6 0 ～ +12 0 ～ +18

6 10 0 ～ +15 0 ～ +22

10 18 0 ～ +18 0 ～ +27

18 30 0 ～ +21 0 ～ +33

30 50 0 ～ +25 0 ～ +39

50 80 0 ～ +30 0 ～ +45

80 120 0 ～ +35 0 ～ +54

120 180 0 ～ +40 0 ～ +63

180 250 0 ～ +45 0 ～ +72

250 315 0 ～ +52 0 ～ +81

315 400 0 ～ +57 0 ～ +89

400 500 0 ～ +63 0 ～ +97

   平行する２軸の精度は、平行誤差と食い違い誤差か
ら構成されます。これらの誤差は、主に歯車の歯すじ
方向の歯当たりに影響して、歯幅端部での悪い歯当た
りを発生させる危険があります。誤差が大きくなれば、
バックラッシが小さくなったり、騒音、歯の損傷など
が発生することもあります。
   表 8.3/8.4 には JGMA1102-01(2000) から抜粋した平
歯車及びはすば歯車の軸の平行誤差及び食い違い誤差
の許容値を示します。
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図8.1　軸の平行誤差と食い違い誤差


